
日本心不全学会：血中BNPやNT-proBNP値を用いた心不全診療の留意点について
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有症候群1 重症心不全の可能性があるので精密検査が必要

治療対象となる心不全の可能性があるので精密検査が必要

軽度の心不全の可能性があるので精密検査または経過観察が必要

心不全の可能性は低いが可能ならば経過観察

心不全の可能性は極めて低い

無症候群2

無症候群1

高リスク群

正常群

NT-proBNP の産生の仕組み

NT-proBNP について
心臓に何らかの負担がかかった時や、心肥大になると心臓から BNP というホルモンが産生・分泌されます。この
ホルモンの生産過程で出現する NT-proBNP を測定する事で、心不全などの心臓病の可能性を評価しています。

NT-ProBNP は 125pg/ml 以下が正常とされていますが、正常範囲内であってもやや高い値（55 ～ 125pg/ml）
を示す場合は年一回の経過観察をおすすめします。
125pg/ml を超えている場合は、明らかな症状が無くても心肥大や狭心症、心筋梗塞や弁膜症、心筋症が隠れて
いる事もあり、心臓超音波検査などの精密検査を行う必要があります。循環器内科を受診してください。特に心
電図異常を指摘されていたり、早足や階段昇降の後に胸に違和感がある場合は注意が必要です。
なお、腎機能障害がある場合は NT-proBNP 値が高くなるため、結果については主治医とご相談ください。また
NT-proBNP が正常範囲内でも、心電図異常を認め精密検査の指示があるときは必ず循環器内科を受診してくだ
さい。

NT-proBNP 検査を受診された方へ

NT-proBNP 検査について、以下に説明させていただきます。 
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